
大倉山ミエルは神奈川県との協働事業で『孤の解消』のために

NPO法人 街カフェ

大倉山ミエル

「活動団体がつながることよる

コミュニティ活性化」
●ボランタリー基金21事業では

① 大倉山ミエルや大倉山地域での協働事業等の活性化と、その見える化

② それらを基にした県域への展開

③ コミュニティ活性化のための人材育成のためのOJT的研修・つながりづくり

           を行いました。
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活動団体がつながることによる地域協働の活性化事業

● 事業概要
❶ 目的

：地域における市民活動団体は多数存在するが、各々が個別の課題の中で活動を終始しがちであり、地域課題
の共有化が進まない状況にある。本事業は、個々に地域で活動している団体をつなぎ、複数の活動団体が共
に連携して事業を行うことで地域コミュニティが活性化し、地域で暮らす人がさまざまな地域活動をより身
近に感じられるようになり、より多くの人が「コミュニティ」に参画することで、県民の「弧」の解消を
図り、未病改善等に必要な要素である「社会参加」を促していく。

    ❷  概要

こんなことをしました。

① 大倉山地域での地域協働活動の推進展開のための見える化
：大倉山モデル地域において、これまでの地域活動の新たな展開として、各々の 活動団体の地域活動
をつないで、地域協働活動を起こし、その効果と課題を見える化、モデル化し広く県域に展開する。

② 県域への展開
             ：域モデル地域内で当該地域に対して地域協働活動のコーディネートと活動 の見える化を支援する。

③ 普及のための研修 
             ：地域協働活動を主軸とするサポーター研修を定期的に実施し、地域で活躍できる人材を養成し、それぞれの地域に

 持ち帰り、その地域に存在する市民活動団 体同士をつなぐことによって、コミュニティ活動を活性化させる。



目的：アウトリーチを重視した地域協働を広げて

いくことで、地域のコミュニティ活動の
活性化と人材育成と普及を図る。

課題：地域活動に連携活動が少なく、

地域の課題、解決策の共有活動
が進まない。

新たな適用地区の候補地
区 (3地域) のヒアリン
グ・選定

大倉山ミエル、 2021.04.17

協働活動等の研修(モデル地域・新たな適用地
域）

（受講者：７名程地） 協働活動等の研修
（受講者：７名程地）

受講生とのネットワークと知見共有化

■事業化２：協働活動等の研修

（受講者：７名程地）

受講生とのネットワークと知見の共通化

❸ スケジュール

モデル地区 Ⓐ
（大倉山地域）

の協働活動の活性化

2021年度（R3) 2024年度（R6)2023年度（R5)2022年度（R４)

新たに協働活動を適用する地区 Ⓑへの
モデル地域Ⓐ(大倉山地域)の知見の展開・実施・効果把握

■事業１：大倉山モデル地域での地域協働活動の推進事業

■事業3：普及のための研修事業

協働活動の活性化と知見の共有

モデル地域でのプレ研
修（on-line含む)

①コミュカフェの作り方・②協働事業の
方法のマニュアル等の作成

モデル地域Ⓐ(大倉山地域)の協働活動の活性化と知見の共有化 協働活動の活性化と知見の共有

記録・普及

※地域協働活動：地域での複数団体等が共に事業を行う活動。

モデル地区 Ⓐ（大倉山地域）の
分析・概略モデル検討

■事業化１：協働活動をサポートする事

業とネットワークの拡大

モデル地区 Ⓐ（大倉山地域）の
詳細分析・モデル再の検討

記録・普及

フォーラム開催
フォーラム開催

記録・普及

①コミュカフェの作り方・②協働事業の方法
のマニュアルへの追加・変更等

・講座：12回/年(on-line含む）×7人

研修準備・広報

・報告会：２回/年(on-line含む） ・報告会：２回/年(on-line含む）

・講座：12回/年(on-line含む）×7人

※補助金事業等を含む事業

※補助金事業等を含む事業

フォーラム開催

■事業２：県域モデル構築事業



■ミエル企画部・ミエルALL
１ 自然発生型の組織：

子ども食堂、みんなの食堂

から生まれたLINEグループ

２ 自立性重視：

    いつの間にか活動している.

「ミニフリマ」「迂闊カフェ」

「みかん会」…

３ LINEグループ：

情報共有・コミュニティの醸

    成、テーマ型コミュニティ。

 

４ 世代交代：

   育休中の親が中心：毎年次期

   を誘う。 そして、ゆるくかかわ

   り続ける。

■ミエルのパンフ      「ミエルの木 2021」

●全ての活動を温かく見守るミエルという家（プラットフォーム）

● 大倉山ミエル ？



■ミエルのパンフ「ミエルの木 2021」

１ 価値創造型
ミエルのコミュニティは課題解
決型ではなく、そこにいる人が
必要な事、やりたい事を、でき
ることから始めるタイプです。

2 ゆるく
できる範囲で無理なく、楽しく
始める活動です。いつも、「良
いね！やってみて！」
（心的安全性）

3 全員が仲間
「無理なら、いつでもやめて
いいよ。」と言っています。サ
ポートというより、全員が仲間
として考えています。

 



● 事業内容：ミエルの見える化から

■ミエルのこれまで：居場所活動

         

         

■ミエルの活動

① 居場所活動

② 地域連携活動

③ コミュニィティ
活動支援



■様々なコミュ二ィティカフェ
＊ゆるさ：あくまで主観的イメージです。

小さく始めやすい。
リスクが少なくて済む。

自由度が高い、自立性が
生まれやすい。

小さい

ゆるさ

●大倉山ミエルの特徴：

① 小さい：少人数でできる。動きが速い、ボランティアでやり

易い、始めやすく、やめやすい

② 多世代：全生活、多世代 -1歳～101歳、ケア～ビジネス、

                      環境～産業、歴史～アート、何でもOK、連携・協働
しやすい

③ ゆるさ：気が楽、自由度が高い、PDCAが早い、チェックが小、 

変更し易い

   ④ 自立性：参加者の自立性の意識化、やりがいの実感、運営者の

                      軽減

   ⑤ 連携性：人脈、情報入手、知見のFB、ネットワーク型組織



■茅ケ崎市『さろんどて』への展開 2023
「ウェルカムベビープロジェクト支援、「さろんどて」ネットワーク図作成



■「茅ヶ崎市 子ども食堂MAP」 作成

●「さろんどて」さんの依頼
で「茅ヶ崎市 子ども食堂
MAP」の作成に協力。

●県社協と「さろんどて」の
協働事業のヤングケアラー
支援事業の支援も行った。

●支援をしながら、様々な実践
での学び（フィードバック）
にもなった。



■大磯市国分台計画 農業+障害者福祉+大学

●大磯市国府本郷のK氏の活動
を支援し、現在も伴走中。

●田園調布大学の和先生と地
域の活動者との連携を支援



■地域連携活動支援
●港北区子ど若者支援団体交流会

●港北区の子ども若者支援を
支える活動団体・行政機関・
社協・ケアプラザ等を繋いで
支援を広げていきたいと考え
ています。（大倉山ミエルは
事務局）

●お互いの活動の相互理解

●テーマ毎の相互交流

●今後の展開：
① ケアプラエリア毎（9エ
    リア）の日常的情報交換
    関係づくり
②課題解決型から 伴走型
  （寄添い型支援）へ
③ 子ども関連のあらゆる支
    援等の活動の交流会に。



■普及のためのプレ研修2021

❶ １年目

① 実践で考える。4回シリーズ：通し3000円
② 参加者の発表。
③ つながり続ける関係づくり

    ❷  2年目から

           ① 個別対応：数人で ：1000円/1回
② 毎月1回+随時の開催

           ③ 気に入ってくれた人と繋がる



■地域連携活動支援
●よこはま 子ども若者が孤立しない地域づくり研究会

●2024年度：横浜市の困難家庭等
を取り巻く状況を学ぶ・知る。

●2025年度：4つのモデル地域の
地域で、子ども若者を支える活動
を見える化し展開する。

● 事業後の展開：ミエルのその後



赤ちゃんカフェ
ここみて港北

放課後ミエル
ミエルの里

（フリースクール）

ミエル畑部
はちみつ保存会

みつばち探検隊
朝ごはん会

おでかけミエル
認知症カフェ

Bookカフェ

棒田・ダッド
ウェイ

谷・佐藤・早苗・他

大家・遠藤・寺元
・吉村・小島さん

熊野の森師岡スタイル・
横溝・太田

寺元・高橋

天野・荒木・大木・榊
他10名程度

大倉山ミエル

企画部
現在26名

■ミエルの活動の輪

●活動歴14年のつながりの輪：無理せずゆっくりつながり続ける

フードパントリー
みかん会

森のようちえん

港北区子ども若者
支援団体交流会・
武藤・鈴木・八
木・SOW・他

公園遊びの会
「おるあたん」・伊藤

アートジャム・
大倉山記念館・
環境創造局・

港北区

『つながること
こそ目的』



■ミエルのつながり 202501

●ネッワーク型連携
（ゆるく・つながる）

お互いを知ることから



2014

Okurayama 

大倉山ミエル

4回の立上と3回の移転
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